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研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

学部担当科目

・言語・文学（六）〔通年〕
・国文学講読（八）〔通年〕
・演習Ⅰ（八）〔通年〕
・演習Ⅱ（七）〔通年〕
・卒業論文　〔集中〕
・映像文化論　〔前期〕
・現代文学論　〔後期〕
・現代文化論Ⅱ〔後期〕

入試委員会委員、博物館実習検討委員会委員、教職課程専門部会委員、
ＦＤ委員会委員、ネットワーク委員会委員、カリキュラム改革委員会委員、
歴史フォーラム委員、近代文学研究会顧問

大学院博士後期課
程担当科目

・国文学科学生とともに文学散歩や課外活動を実施した。
・近代文学研究会顧問として活動を指導・参加した。
・国文学科学生とともに近現代文学読書会を発足させ、その運営指導を行った。
・教員を目指す国文学科学生のために教職懇談会を実施した。
・海外から研究生の受け入れ・指導を行った。

・『昭和文学研究』（昭和文学会）編集委員
・龍谷大学国文学会副理事長
・阪南市読書友の会（阪南市図書館）等で講演を担当

通信教育部担当科
目

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・近代文学論演習Ⅱ
・研究演習（七）

武田泰淳を中心とする昭和期の文学／戦時下中支地域における日本文学と文化

龍谷大学大学院文学研究科博士後期課程日本語日本文学専攻　修了

博士（文学）

最終学歴

所属学会

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

日本近代文学

　【研究上の特記事項】

専門分野

平　成　29　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会、昭和文学会、日本文学協会、仏教文学会

授業科目

・文部科学省科学研究費（基盤Ｃ）「汪兆銘政権勢力下における日本語文学状況の基
礎的・発展的研究」研究代表者。
・海外調査（天津・上海）を実施。
・作家・武田泰淳の新資料「神鷲」の発見について、報道機関に取材協力を行った。
・戦時上海で刊行された総合雑誌『大陸』の発見およびその紹介について、各メディ
アにに取材協力を行った。



単著

単独

単独

単著

単独

2018年2月25日

阪南市読書友の会2017年5月

奈良大学地理学科
海外研修報告書

2018年3月

『昭和文学研究』

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

著書､学術論文等の名称
発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学会発表）

パラオ共和国における日本語文献資
料の保存状況及び、中島敦「マリヤ
ン」のモデルに関する伝記資料の報
告を行ったもの。

市民向け公開講座。遠藤周作「沈
黙」について講演。

①〔新刊紹介〕綾目広治著
『柔軟と屹立　日本近代文
学と弱者・母性・労働』

（その他）

②講演　遠藤周作「沈黙」

①覚え書き・パラオ日本語
文献資料探訪

（著書）

②

③

（学術論文）

②

②国際シンポジウム「戦後
上海の「選択」―人々の模
索・移動・記憶

③

③

2017年9月

③

①〈大東亜〉の欧州人　日
本統治下上海における欧州
系外国人へのまなざし

2017年10月3日

同書の紹介。

2017年度立命館大学
国際言語文化研究所
連続講座「越境する
民―接触／排除」

同講座第３回「コンタクトゾーンと
しての上海：文学・メディアから浮
かび上がる対立の諸相」での報告。
日本統治下上海で活動した「上海漫
画家クラブ」の活動を軸に、日本統
治下上海における欧州系外国人の文
化活動を検討した。

同シンポジウム・第２部の総合司
会。

日本上海史研究会


